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2011(平成23)年度後期微分積分学B(tR)

□ 4,ち,4を次のようなR2の部分集合とし,″=耗∪_72∪ 4とする。
141={(″ ,ν)|(″ ,ケ)∈R2, |"|<1, lν l<1},
スら={(″ ,ν)|(″ ,ν)∈R2, 1<″≦2,ν=″ }, 14={(2,1)}

(1)Mの境界(Mの境界点の全体)を図示せよ。

(2)ν の元ではあるがνの集積点にはなつていない点はあるか.

Д→豊  しⅢ …メ紛サ プ )

Tl×1lLi]i11+″ゎ裏、ど+… .+″λ事 )となる最大の実数αは,で
‐ あることを示せ。

(2)η≧3ならば,″ →0のとき∫は収束する(極限値をもつ)こ とを示せ.

ノ(",ν ,Z)手 ″νZeattυ ttZ((″
,ν,Z)こぼ)の第3階偏微分係数んyZ(0,0,0)を 求めよ。

ぼ か
,R3へ

の写像 %=″νz,υ =″ν―
髯ν

Z,あ =ν ~jzの関]牧行列デ、9静光が非
を

求めよ。           .
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(″ ,ν ,Z)=(1;1,1)の ある近傍で″,ν の関数z(■ ,ν )がただひとつ決まることを示し,

′し,の =(1,1)における%の年を求めよ。           ♭/ダ
ロス={(″ ,ν )|(″ ,ν)∈R2,|″

|≦ν≦1},∫ (″ ,ν)=COS(9ν
2+b)(α

,bは定数,α≠0)とおく。Cヤ l'`～

0千重積分
五 Дη』税 嵯二通りの冒次1分で表

11

(ア )ν についての積分,次に″についての積分の形

(イ )″ についての積分,次にνについての積分の形

0/4ル,のα″のを求めよ
:

日 η≧2,ノ :Rれ →界とする。すべてのα∈Rり について

∫(α+ん)一∫(α)=ο (||ん ||),(ん→0)    .
となるならば,「∫(″)≡ 定数」となることを示せ。
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